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東
ア
ジ

ア

の

常
識
か

ら

見
れ
ば

非
常
に

特
異
で

独
自
な
日

本
の

宗
廟
観

が
、

儒
学
が

思
想
の

中
心
を
成
す
近

世
に

ど
う

変
容
す
る
の

か、

ま
た

し

な
い

の

か
、

を

検
討
す
る

の

が

報
告
の

課
題
で

あ
る
。

　

近

世
日

本
の

宗
廟
観
で
、

最
も
】

般
的
な
の

は

南
北
朝
期
に

は

定
着
し

た

と

さ
れ

る

天
子
の

宗
廟
に

対
す
る
二

所
宗
廟

観
で

あ
る

。

そ
の

立

場
を

と

る
論
者
の

多
く
は

、

宗
廟
は
天
皇

以
下
日
本
の

万
民
が

敬
う
べ

き
日

本

の

総
鎮
守
と

見
な
し

て

い

る
。

こ

の

見
解
は、

中
世
か

ら

存
在
し

た

「

万

民

神
胤
観
」

（

高
橋
前
掲
書）

の

系
譜
上
に

あ
る

。

ま

た、

宗
廟
の

神
の

分
霊
が

勧
請

可
能
と

い

う

見
解
を
と

る

論
者
も
あ
る

。

研
勢
を
「

第
一

の

宗
廟
」

と

し
て、

八

幡
宮
と

の

問
に

差
を

認
め

る
も
の

も

多
い

。

宗
廟
を

二

所
に

限
ら
な

い

見

解
も

あ
る
が、

い

ず
れ
も
皇

祖
神
や

天
皇
霊
を
祀
る

神
社
を

挙
げ
る

点
で

二

所
宗
廟
観
の

延
長
上
に

あ
る

。

神
武
天
皇
や
天

智

天

皇
を
宗
廟
祭
祀
に

加
え
る

べ

き
だ

と
す
る

主
張
も

あ
り

、

陵
墓
を

宗
廟

に

擬
す
る

観

念
の

残

存
が

認
め

ら
れ
る

。

以
上

の

よ

う
に

、

近
世
に

お

い

て

も
皇
祖
神
・

天
皇
霊
を

祭
神
と
す
る

神
社

、

あ
る
い

は

陵
墓
が

宗
廟
と

認
識
さ
れ
る

事
態
は

変
わ

ら

な
か
っ

た
。

　
｝

方
、

近

世
の

諸

侯
の

中
に

は

儒
学
に

傾
倒
し

、

宗
廟
を

構
え
る

者
が

あ
っ

た
。

岡

山
藩
主
池
田

光
政
は、

明
暦
元
年
（
一

六

五
五）

祖
先
祭
祀

を

仏
式
か

ら

儒
祭
に

改
め

、

万
治
二

年
（
一

六

五

九）

に

城
内
本
丸
西
に

祖
廟
を

設
け

遷
座
し
た

（

「

国
史
提
要
」

岡
山
大
学

附
属
図

書
館
蔵
池
田

家
文

庫）
。

天
子

の

宗
廟
で

は

な
く

諸

侯
の

家
廟
で

あ
る
と
は

い

え
、

か

か

る

幕
藩
領
主
層
の

御
霊

屋
と

し

て

の

宗
廟
の

設
置
は
、

近

世
に

お

け
る

本
来
的
な

宗

廟
の

在
り

方
の

受
容
で

あ
り、

従
来
か

ら

す
れ

ば
新
形
態
で

あ
っ

た
。

　

肥
前
国
を
題
材
に

在
地

社
会
に

お

け
る

宗
廟
認
識
に

目
を
転
じ

れ
ば、

佐
賀
城

下
の

白
山
八

幡
宮
の

由
緒
書
の

中
に

同
宮
は

「

佐
嘉
之
宗
廟
」

で

あ
る

と

の

記
述
が

あ
る

。

天
子
の

宗

廟
の

神
は

各
地
へ

の

勧
請
が

可
能
と

す
る

見
解
に

則
れ

ば
、

こ

れ
は

佐
賀
に

所
在
す
る

宗
廟
八

幡
宮
の

意
に

解

す
る

こ

と

も
で

き

る
。

し

か

し、

皇

祖
神
・

天
皇
霊
を

祭
神
と

し

な

い

神

社
で

も

宗
廟
と

称
さ

れ
て

い

る

例
や、

「

宗
廟
乃
氏
神
」

「

鎮

守
宗
廟
」

と

い

う

記
述
も
認
め

ら
れ

る
。

宗
廟
の

語
は
地
域
の

守

護
神
の

意
味
で

使
用

さ
れ
て

い

る
の

で

あ
る

。

佐
賀
藩
の

「

郷
村
帳
」

に

見
ら
れ
る

郡
・

郷
の

「

崇

廟
」

も
か

か

る

宗
廟
の

用
例
か

ら

の

派
生
で

あ
ろ
う

。

か

か

る

宗
廟

の

用

例
は

筑
前
・

筑
後
・

日

向
で

も

確
認
で

き、

筑

後
で

は

寛
永
九

年

（

一

六
三

二
）

の

例
が
知
ら
れ
る

。

肥
前
で

は
、

宗
廟
の

語
を

同
族
の

守

護
神
に

用
い

る

例
も
あ
る

。

　
な

お
、

本
報
告
は

科
学

研
究
費
補
助
金
基

盤
研
究
（
C
）

（

課
題
番
号
二

一

五

二

〇
〇
九
一

研
究
代
表
者
　
井
上
智
勝）

の

成
果
の
一

部
で

あ
る

。

近
代
神
社
祭
式
の

成
立

　
　

ー
開
放
さ

れ

た

神
社
の

儀
礼

ー
竹

内

雅

之

　
本
発
表
で

は
、

近
代

、

神
社
祭

式
が

法

制
化
さ

れ
た

経
緯
を、

「

神
社

保
存
」

の

観
点
か

ら

論
ず
る

。

　
神
社
の

儀
礼
は

ど

れ
く
ら
い

の

歴
史
が

あ
る

の

だ
ろ

う
か

。

こ

の

疑
問

に

答
え
る
の

は

難
し

い
。

で

は、

最
も
一

般
的
な
儀

礼
で

あ
る

拝
礼

作
法

に

注
目
し
て

み

よ

う
。
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昭
和
二

十
三

年、

宗
教
法
人

神
社
本
庁
は
規

定
第
一

〇

号
に

お

い

て
、

玉

串
奉
奠
に

あ
た
り

「

二

礼
二

拍
手
一

礼
」

の

拝
礼

作
法
を

定
め

た
。

そ

れ

以

前、

管
制
下
に

お

い

て

は、

「

二

礼
二

拍
手
」

で

あ
り

最
後
の

コ

礼
」

は

な

い
。

こ

の

事
実
を
知
っ

た
人
の

な
か

に

は、

神

社
の

儀
礼
は

意

外
と

歴
史
が

浅
い
、

と

早

合
点
す
る

人

も
い

る

か

も
し

れ

な
い

。

確
か

に、

そ

れ

も
一

面
で

は

真

実
で

あ
る
が、

ま

た
、

別
の

面
か

ら
は、

歴

史

が

長
い

と

も

い

え
る

。

　
％

魏
志

倭
人
伝
』

に

は、

蹲
る

こ

と
、

跪
く
こ

と

が

敬
礼

作
法
と

さ

れ

て

い

る
。

こ

れ

は
、

神

社
作
法
の

「

拝
」

に

通
じ

る
。

い

う
ま
で

も
な
い

が
、

相
手
よ

り

頭
を

下
げ
る

こ

と

が
、

共

通
し
て

い

る
。

神
社
祭
式
の

専

門
家
は

、

こ

れ
を

「

経
の

礼
」

と

い

う
。

さ

ら
に
、

『

日

本

書
紀
』

に

は

天
皇
即
位
の

際、

群
臣
が

「

拝
」

あ

る
い

は

「

拍
手
」

を

し

た

記
録
が
あ

る
。

「

拍
手
」

は

い

わ
ゆ
る

「

緯
の

礼
」

で、

「

経
の

礼
」

と

対
を

な
す

概

念
で

あ
る

。

拝
礼

作
法
の

要
素
と

し
て

の

「

拝
」

「

拍
手
」

は

奈
良
時
代

に

は
、

す
で

に
、

貴
人
に

対
す
る

礼

法
と

さ

れ

て

い

た
。

し
か

し
、

こ

れ

ら

は、

神
社
に

限
っ

た

敬
礼
作
法
と

は

言
え

な

い
。

も
し

も、

「

経
の

礼
」

「

緯
の

礼
」

が

組
合
さ

れ

た

作
法
が

神
社
特
有
の

も
の

だ
と

す
れ

ば
、

延

暦
の

『

皇

大
神
宮
儀
式
帳
」

が

初
見
と

な
ろ

う
。

そ

こ

に

は

「

四

拝
二

拍

手
「

拝
」

を
二

遍
繰
返
す

作
法
が

示
さ

れ
て

い

る
。

そ
し
て
、

現

在
に

至

る
ま

で、

「

拝
」

「

拍
手
」

の

回
数
こ

そ

変
化
す

る

が
、

こ

れ
ら
の

組
合
せ

で

あ
る
こ

と

に

変
り
は

な

い
。

経
糸
と

緯
糸
を
い

か

に

織
る

か

は

時
代
時

代
に

よ

り

異
な
る

。

　
そ

れ

で

は
、

近

代、

神
社
祭
式
は

ど

の

よ
う
な

経
緯
で

決
め
ら
れ

た

の

で

あ
ろ

う
か

。

昭

和
十
七

年
の

改

定
神
社
祭
式

行
事
作
法
制
定
の

際、

神

祗
院
の

嘱
託
と

し

て
、

調

査
、

審
議
に

あ
た

っ

た

長

谷
外
余

男
は、

「

諸

流
混
淆
時
代
」

の

明
治
三

十
二

年、

京

都
の

あ
る

大

社
で、

乱
階
し

て

立

ち

な

が

ら

開
扉
す
る

宮
司
を
目

撃
し
た

。

長

谷
は

「

恐
ろ
し
く
変
つ

た

作

法
」

で

は

あ
る
が

「

拠
る

べ

き

制
規
が

無
い

の

だ
か

ら、

間
違
つ

て

ゐ

る

と

は

言
ひ

き
れ

な

い
」

と

感
想
を
述
べ

て

い

る

（
「
改
正

神
社
祭
式

行
事

作
法
講
話」
）

。

　

右
に

掲
げ
た

逸

話
の

時

代、

「

拠
る

べ

き

制

規
」

と

は

明
治
八

年
制

定

の

式

部
寮
達
「

神
社
祭
式
」

で

あ
る

。

し
か

し
な
が

ら、

寮
達
「

神
社
祭

式
」

に

は

神
職
の

起

居
進
退
ま

で

は

規

定
さ

れ

て

は

い

な
い

。

詳
細
な

規

定
が

な

い

こ

と

は
、

失

わ
れ
つ

つ

あ

る

神
社
の

儀
礼
が
、

こ

こ

か

ら

更

に、

先
細
り
す
る

か

も
知
れ
な
い

と、

問
題
意

識
の

あ
る

神
職
は

危
機
感

を
抱
い

た
で

あ
ろ

う
。

　

明

治
二

卜
四
年、

京
都
府
神
官

取
締
局
理

事
の

半

井
真
澄
は

「

神
社
保

存
」

に

関
す
る

演
説
の

な
か

で
、

神
職
の

自
治

組
織
の

必
要
性
を

説
く

と

と

も
に

、

神
官
取
締
規
程
を
紹

介
し

て

い

る
。

そ

れ
に

よ

る

と
、

「

祭

祀

ヲ

鄭
重
」

に

行

う
の

は

「

祠
官
掌

第
｝

ノ

責

任
」

で

あ
り、

宝

物
、

什

器、

記
録
を

保
護
す
る

よ

う
求
め

て

い

る
。

さ

ら

に
、

「

祭

式
禮
典
ハ
、

皇
道
ノ

大

儀
ナ

レ

ハ

、

神
典
古
史
二

則
リ、

舊
格
古
式
二

據
リ

、

作
法
ヲ

講
究
練
磨
ス

ヘ

シ
」

と

続
け

ら

れ

る
。

半
井
は
、

明
治
三

十
二

年、

当
時

の

京

都
神
社
界
の

識
者
の

協
力
を

得
て、

詳

細
な
神

社
故

事
書
『

神
職
寶

鑑』

を

編
輯
し

た
。

　
ま

た
、

明
治
三

十
三

年、

皇
典
講
究
所
に

は
、

礼
典
調
査
会
が

設
け

ら

れ
、

神
社
祭
式
を
「

定
に

す

る

こ

と

が
、

規

則
の

第
「

に

掲
げ
ら

れ

た
。

礼
典
調
査
は、

内
務
省
の

依
嘱
を

受
け
明
治
三

十
八

年
ま
で

続
け
ら

れ、

そ

の

成
果
は、

明

治
四

十
年
の

内
務
省
告
示
「

神
社
祭
式
行
事
作
法
」

に

結
実
し

た
。

し
か

し

な
が

ら、

礼
典
調
査
の

目
的
は
、

祭
式
一

定
の

み

な
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ら

ず、

神
社
の

音
楽、

神
饌、

神
符、

神
像、

旧

儀
を

調
査
す

る

こ

と
に

あ
っ

た
。

調
査
の

目
的
は

「

神
社
保
存
」

に

あ
っ

た

と

い

っ

て

よ

い
。

　

以
ヒ、

近

代
に

お

い

て
、

神
社
祭
式
が

法
制
化、

す
な
わ

ち
、

神
社
の

儀
礼
が

開

放
さ

れ

た

背
景
に

は、

「

神
社
保
存
」

の

意
識
が
あ
っ

た
こ

と

を

指
摘
し

た
。

内
務
省
神
社
局
と

神
社
調
査

遠
　
藤

潤

　
神
社
行
政
を
担
当
す
る

国
家
機
関
で

あ
る

内
務
省
神

社
局
（
一

九
〇
〇

ー
一

九

四
〇
年）

お

よ
び
そ
の

発
展
的

組
織
で

あ
る

神

祗
院
（
「

九
四
〇

−
一

九

四
五

年）

で

は、

さ

ま

ざ

ま
な

形
態
で

の

神
社
調
査
が

行
な

わ
れ

て

い

た
。

個
別
的
か

つ

日

常
的
な

神

社
調
査
の

例
と

し
て

は、

神
社
か

ら

昇
格
願
が

出
さ

れ
た

際
の

神
社
調
査
や

社
殿
の

修
理
や

境
内
の

整
備
の

た

め

の

調
査
な

ど
が

件
数
も

多
く
よ

く
知
ら
れ

て

い

る
。

こ

れ
に

対
し

て

機

会
に

応
じ
て

網
羅
的

神
社
調
査
も
行
な
っ

て

い

た
。

近

代
初
頭
に

つ

い

て

は、

神
社
局
以
前
の

調
査
で

は

あ
る
が、

一

八

七
六

年
に

内
務

省
蔵
版
の

原
本
が

完

成
し
た
『

特
選
神
名
牒
』

を

あ
げ

る
こ

と

が

で

き

る
。

神
社
局

時
代
で

は
、

配
布

資
料
に

掲
載
し

て

い

る

よ

う
に

、

基

本
財
産
を

は

じ

め

官
国
幣
社
な
ど
の

行
政
上

必
要
な

情
報
な
ど

を
中
心
に
、

い

く
つ

か

の

網

羅
的
な

神

社
調
査
が
行
な
わ

れ
て

い

る
．

な

か

で

も
、

大
規
模
な

調
査
と

し

て

あ
げ
ら

れ

る

の

が

「

特
殊
神

事
」

に

つ

い

て

の

調
査
で

あ
る

。

こ

こ

で

は
、

こ

の

「

特

殊
神
事
」

に

つ

い

て、

ま

ず
「

特
殊
神
事
」

調
査
の

具

体
的
展
開
の

概
略
を
追
い

、

つ

づ

い

て

す
で

に

な
さ

れ

た

「

特
殊
神
事
」

の

諸
定
義
に

つ

い

て

見
た

う
え
で

、

「

特
殊
神
事
」

な

る
も
の

の

再
検
討

を
行
な

う
。

　

内
務

省
に

よ

る

「

特
殊
神
事
」

に

つ

い

て

の

調
査
は、

大
き
く
三

次
に

分
け
て

と

ら

え
ら
れ
る

。

ま

ず
一

九
一

〇
年
代
後
半
に

官

国
幣
社
を
対
象

に

行
な
っ

た

調
査、

次
に

大
正

＝
二

年
（
｝

九
二

四）

度
に

行
な
わ
れ

た

最
も
大

規
模
な
調
査、

そ

し
て

そ

の

後
、

昭
和
期
に

行
な

わ
れ
た
調
査
で

あ

る
。

調
査
は

基
本
的
に

神
社
側
か

ら
提
出
さ

れ

た

資
料
を

基
礎
と

し

て

い

た
。

調
査

結
果
は、

ま

ず

大
正

＝
二

年
度
の

調
査
の

進
展
と

併
行
し

て

『

神
社
協
会

雑
誌』

に

連
載
さ

れ、

そ

の

後
、

宮
国
幣
社
全
体
に

わ
た

る

調
査
結
果
が

内
務
省
の

内

部
資
料
と

し

て

保
管
さ

れ

て

い

た

が
、

一

九

四

一

年
に

神
祗
院
が

設
立
さ

れ
る

と、

そ

こ

か

ら

出
版
さ

れ

た
。

一

連
の

調

査
の

対
象
で

あ
っ

た
「

特
殊

神
事
」

で

あ
る

が
、

こ

の

定
義
は

必
ず
し

も

明
確
な
も
の

で

は

な
い

。

こ

れ

京

で

の

定
義
の

共
通
点
を

ふ

ま

え

る

な

ら

ば
、

国

家
に

よ

っ

て

定
め

ら
れ
た

神
社
祭
祀
に

対
し、

そ

れ
に

規
定
さ

れ

て

い

な
い

形

態
の

神
事
を
指
し
て

い

る
。

た

だ、

こ

の

「

特
殊
神
事
」

と

い

う
概
念
は

実
体
的
あ
る

い

は

客
観

的
な

概
念
と

し
て

と

ら
え
る

と、

そ

の

指
示
内
容
が

曖
昧
に

な

る
と

い

う

性
質
を

帯
び
て

い

る
。

こ

こ

で

必
要

な

の

は

こ

の

用

語
が

浮
上

し

て

く
る
そ

の

社
会

的
文

脈、

と

り
わ
け
「

特

殊
神
事
」

と
い

う
対
象
が

構

成
さ
れ
る

と

き

の

政
策
的
関
心
を
視
野
に

含

め

る

こ

と
で

あ
る

。

こ

う
し

た

関
心
に

つ

い

て、

大
正

＝
二

年
度
の

調
査

時
に

神
社
局

長
で

あ
っ

た

佐
上

信
一

の

回
顧
に

そ
の
一

端
が

現
れ
て

い

る
。

佐
上
は
回

顧
の

な

か

で
、

民
衆
が

神
社
か

ら

離
れ
て

い

く
と

い

う
現

状
認
識
が

特
殊
神
事
の

調
査
の

背
景
に

あ
っ

た
こ

と

を
述
べ

て

い

る
。

こ

の

よ

う
な
認

識
あ
る

い

は

問
題
意
識
が

日
本
社
会
の

な

か

で

広
く
認
知
さ

〔1535）443

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


